
地

球報

報

◎
新
精
留
の
油
鰯

マ
ル
h

ニ
ー

無
線
電
信
愈
就
技
師

ド
ッ
ク
レ
ー
少
佐
は
近
頃

チ
ャ
イ
ナ

･
プ
レ
ッ
ス
紙
上

に

『
新
屯
省
は
他
罪
最
大
の
油
田
で
あ

る
p
油
化
よ
-

温
宿
に
至
る
数
千
哩
の
地
域
は
悉
-
油
田
地
で
あ
っ
て

之
が
義
渦
の
'バ
ク
ー
油
田
ま
で
延
長
速
増
し
て
屠
る
』

ビ
絡
げ
て
居
る
さ
-
で
あ
る
が
.
石
油
時
報
に
櫨
る
ビ

同
油
田
の
状
況
は
.訳
の
如
-
で
あ
る
'
新
轟
省
三
油
田

は
今
日
発
見
さ
れ
た
も
の
で
無
-
p
同
省
内
に
豊
富
な

る
油
田
戯
存
す

べ
し
ぎ
は
夙
に
侍

へ
ら
れ
た
所

で
あ

る
｡
甘
甜
省
嘉
陣
関
を
出
で
撤
海
の
盆
地
に
八
･Jl
安
西

を
過
ぎ
北
酉
に
才
壁
沙
漠
を
斜
行
す
れ
ば
新
鮮
省
天
山

南
路
の
吐
魯
番
さ
い
ふ
都
市
に
行
-
O
猶
此
地
よ
-
天

山
力

脈
を
北
閥
に
越
え
る
ビ
天
山
北
路
の
油
化
に
嘩
す

a
.

油
化
よ
-
西
南
西
に
向
ひ
況
宿
に
覚
る
油
田
中
既

知
の
.箇
所
は
狗
山
手
.
旗
梓
溝
､
将
軍
溝
､四
距
樹
構
.

博
雅
通
舌
.
紅
溝
.
竹
子
樽
'
頭
唱
河
等
で
就
中
弗
山

節
一巻

鰐
六
故

雷

へ

丸
腰

子
油
嫌
の
如
き
は
鼻
に
兼
備
三
十
三
年
新
握
商
務
局
に

於
て
採
油
し
､
露
観
に
て
抽
質
を
試
験
し
て
精
良
な
る

こ
E
を
認
め
LJ
も
の
で
.
宣
統
元
年
に
鰐
固
よ
-
機
械

を
求
め
七
八
或
掘
業
し
た
る
に
'
井
内
波
涛
の
如

-
油

気
養
騰
し
た
三
石
ふ
C
か
-
新
纏
省
に
豊
富
L-5油
櫛
の
.

存
在
す
る
こ
E
は
疑
ひ
鯉
い
や
-
で
あ
る
が
.
其
の
地

は
僻
遠
に
し
て
交
通
の
不
便
た
こ
)
E
は
言
語
に
絶
え
､

支
那
内
地
よ
-
此
地
に
赴
-
に
は
風
道
は
僕
に
駅
西
省

の
,西
安
迄
通
す
る
の
み
で
'
そ
れ
よ
-
甘
蔀
を
縦
走
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
.
西
方
-
ル

キ
ス
タ
ン
の
方
面

か
ら
は
ア
ン
デ
ヤ
ン
迄
餓
道
の
便
あ

る
み
で
.
之
よ
れ
,

新
艦
に
入
る
に
は
天
山
々
脈
を
踏
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.

此
の
通
暁
の
地
に
悪
-
し
て
峯
卦
用
機
械
を
搬
入
す

べ

き
か
.
又
出
油
す
る
に
し
て
も
石
油
を
如
何
な
る
方
法

で
河
鹿
の
地
瓢
に
･搬
出
す

べ
き
か
｡
新
把
の
石
油
は
豊

富
だ
-
yJ
す
る
も
鋸
盤
の
賓
鬼
に
は
多
大
の
困
難
が
あ

る
ビ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
0

0
華
僑
の
現
状

華
僑
ビ
は
在
外
支
邦
人
に
典

へ
ら
れ

た
名
綱
で
あ
っ
て
虞
童
に
は
既
に
外
囲
の
観
籍
に
入
っ

た
も

の
を
も
加

へ
て
ゐ
る
｡
『
太
陽
の
照
粕
す
る
庭
英



紺
の
圃
旗
の
鞘
ら
ざ
る
は
な
-
海
水
の
及
ぶ
魔
支
那
僑

民
を
見
ざ
る
は
な
し
』
ビ
成
人
の
言
っ
た
如
-
殆
ん
で

他
罪
各
地
に
行
き
わ
r
r
つ
て
ゐ
る
､
最
近
の
調
査
に
よ

る
ビ
華
僑
の
組
数
九
rJ
7:

三
十
二
番
除
其
中
印
度
支
那
南

洋
方
面
が
最
も
多
-
て
≡
官
四
十
八
常
飲
も
董
轡
に
二

百
五
十
番
徐
.
南
北
蛍
光
剤
加
を
通
じ
て
三
十
二
苗
な

ど
が
殊
に
著
し
い
'
就
中
適
確
'
海
峡
穐
民
地
.繭
旬
.

瓜
哩
､
ス
マ
ト
ラ
等
に
於
て
は
其
の
勢
力
頗
る
強
-
～

護
謂
園
労
働
者
p
甘
庶
畑
働
き
p
開
墾
人
夫
.
錦
東
等

は
勿
論
水
夫
.′
華
夫
､
洗
濯
業
等
あ
ら
ゆ
る
算
段
に
碓

ふ
者
が
大
部
分
を
占
め
.資
本
家
ビ
し
て
は
雑
貨
商
I米

屋
'
呉

服
屋
､
砂
糖
商
､
麓
社
業
､
軸
瑚
業
､汽
船
業
､

銀
行
業

等
を
僚
み
大

な
る
勢
力
を
占
め
て
ゐ
る
も
の
が

少
-
な
い
.
是
等
移
民
は
江
蘇
'
裾
江
二
相
姓
､贋
兼
.

山
東
等
の
瀬
侮
地
の
閏
身
者
が
多
-
脊
漕
'
仙
覇
.
薄

口
､
芝
岩
'
龍
口
かt
'>),
が
其
の
川
口
で
あ
る
.
粥
倍
は

既

に
泉
石
年
以
前
か
ら
渡
航
し
其
の
地
に
土
着
し
て
数

十

代
を
緯
過
し
た
も
の
か
ら
極

め

て
最

近

に
移
催
し
た

新

し

い

も

の

ま

で

邦

々

あ
る

が
大

概

か

ら

見
て

屈

性

の

年
限
の
血

糖
的
薯
い
も
の
を
僑
隼
jJ
呼
び
之
に
射
し
て

抑

T.<

新
渡
の
も
の
を
新
春
A,J
調
し
て
ゐ
る
が
成
功
者
は
前
者

に
多
い
の
は
勿
論
で
あ
る
｡
支
那
の
泰

港
は
年
々
多
種

の
輸
入
超
過
聖

不
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
金
融
市
場
に
大

し
た
塾
勘
の
な
い
の
は
此
華
僑
の
本
観

へ
の
逢
金
が
多

い
か
ら
で
あ
る
､
南
洋
華
僑
の
送
金
は
約

1
億
弗
で
米

国
華
僑
の
そ
れ
は
約
千
五
育
苗
弗
ビ
粥
せ
ら
れ
基
地
の

諸
団
の
返
金
仝
都
を
令
す
る
'JJ
賓
に
支
那
政
府
の
歳
入

の
三
分
の

叫
に
も
蓮
す
る
強
で
あ
る
｡
支
那
労
働
者
の

忍
耐
和
平
的
な
の
は
倣
鼎
に
定
評
が
あ
っ
て
近
位
の
交

通
産
業
の
聴
展
ど
大
槻
係
が
あ
る
'
加
奈
陀
太
平
洋
餓

混
､
来
観
の
大
北
風
道
の
建
設
さ
て
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
金
鱗
の
開
蹄
は
大
牢
支
那
労
働
者
の
カ

で
あ

る
､
酋

比
利
報
餓
鑑
楽
部
の
橋
舞
･1
ン
ネ
ル
等
は
傘
-
山
凍
害

カ
の
芋
で
出
水
'
パ
ナ

マ
運
河
の
.開
聾
に
曹

っ
て
も
支

那
苦
カ
が
よ
-
酷
熱
に
耐
え
て
仕
事
を
し
た
.
掲
水
準

島
や
南
洋
の
F開
拓
は

7
に
準
倍
の
錫
で
あ
る
'
支
那
商

の
地
位
は
左
ま
で
重
大
な
ら
ざ
る
も
若
し
南
洋
方
宙
よ

り
壷

郡
商
を

山
挿
し
た
乍
ら
は
再
び
猫
涼
未
開
の
醤
状

に
丑
ち
返
る
で
あ
ら
-
′東
方
棚
琴
6
ノ
〓
ハ抄
練
)

○
奉
天
地
方
の
米
作

奉
天
地
方
は
従
来
支
那
人
間
に

告

.九

九
五



地

球

陸
稲
栽
培
行
は
れ
L
も
.
水
旧
耕
作
は
皆
無
に
し
て
'

在
住
邦
人
の
食
糧
米
は
､
安
来
及
朝
鮮
方
面
よ
-
供
給

を
仰
ぎ
L
が
'
明
治
四
十
五
年
頃
よ
-
内
地
人
又
は
朝

鮮
人
に
よ
-
て
各
地
に
小
規
模
の
水
田
開
塾
せ
ら
れ
､

又
支
那
人
中
に
も
之
を
倣
ひ
水
稲
S
栽
培
を
属
す
者
あ

-
'
明
治
四
十
三
年
水
精
子
AIJ
禰
し
て
初
め
て
市
場
に

現
れ
た
る
も
.
珍
奇
な
る
も
の
,,J
し
て
投
意
を
惹
き
た

る
に
過
ぎ
や
'
其
収
堆
僅
少
に
し
て
雅
子
へ陸
滞
)同
様

に
取
扱
は
れ
つ
ゝ
あ
-
た
わ
.っ
其
後
移
住
鮮
人
の
教
職

加
す
る
ビ
共
に
p
是
等
鮮
人
に
よ
-
て
到
底
水
田
の
開

墾
を
見
る
に
至
-
.
邦
人
中
又
多
大
の
資
本
を
投
じ
て

水
田
経
営
に
推
察
す
る
者
群
が
ら
ず
p
逐
年
増
加
額
展

し
凍
り
P大
倉
組
東
亜
鋤
業
等
の
諸
愈
融
亦
大
規
模
に
水

田
を
計
蓋
し
､薯
々
進
捗
を
鬼
､賂
凍
益
々
有
望
戚
せ
ら

れ
p

l
股
に
之
が
研
究
調
査
を
進
め
つ
～
あ
-
｡
以
上

の
か
-
水
田
の
蛍
蓮
横
張
だ
共
に
備
洲
各
地
の
水
田
米

産
額
増
加
し
.
碓
氷
供
給
至
受
け
つ
～
あ
-
し
安
来
米

は
p
甫
三
年
以
来
其
需
要
蹴
返
し
'
俺
に
水
路
を
利
用

し
て
大
連
旅
順
の
二
市
場
に
供
給
す
る
の

叫
盆
の
え

ど

な
り
､甫
冬
期
結
氷
中
は
水
運
不
可
能
の
鹿

.新
穀
の
出

第

1
億

第
六
捷

芸

九
六

過
朔
よ
-
聖
溶
解
氷
期
迄
は
殆

tf/J
販
路
を
有
せ
ざ
る
に

至
れ
り
.
是
満
州
米
穀
取
引
上
の

叫
大
慶
化
に
し
て
哉

近
安
来
米
は
常
に
治
鵡
各
地
(奉
天
撫
順
餓
魔
関
原
等
)

よ
-
大
連
に
迭
付
す
る
米
債
を
標
準
ビ
し
其
以
下
の
値

段
倉
以
て
大
連
に
到
着
せ
し
む
べ
-
努
力
し
っ
～
あ
-

兼
に
溝
餓
滑
脱
各
地
の
状
態
を
見
る
に
.
奉
天
､
撫
順

餓
嶺
は
殆
.'̂,J
対
立
の
地
位
に
あ
-
.
開
府
は
其
品
質
に

於
で
前
記
三
者
に

7
歩
を
譲
る
も
の
ゝ
如
-
p
特
に
近

年
異
状
の
僚
連
を
見
た
る
は
給
樹
騨

(牛
荘
管
内
)
の

粗
的
廻
状
潜
な
り
.
従
妹
安
来
は
鴨
紘
江
下
流
閣
岸
地

方
よ
ゎ
抽
巌
附
近
に
産
す
る
水
田
粗
を
絶
て
吸
収
し
､

備
州
米
の
牛
耳
を
執
-
た
る
も
の
な
-
L
が
.
販
路
減

退
の
飴
果
p自
然
的
に
仕
入
位
､下
押
ど
な
-
て
商
況
不

活
瀞
ど
な
･cIP
地
方
農
民
を
失
望
せ
し
め
其
機
に
乗
じ

て
偶
々
捻
樹
輝
に
粗
の
搬
出
を
属
し
た
る
者
あ
り
L
に

共
裏
脊
旺
盛
に
慣
格
亦
安
東
の
比
に
非
ざ
-
し
よ
-
.

同
地
に
籾
を
放
出
す
る
者
漸
次
増
加
し
て
蓬
に
今
日
の

繁
衆
を
見
る
に
至
れ
-
｡
現
在
満
州
米
穀
の
中
心
は
奉

天
に
在
-
ビ
雅
も
'
其
賓
際
は
糎
順
餓
嶺
の
両
地
を
運

命
し
て
其
賓
カ
を
僚
揮
し
得
る
も
の
～
如
し
p
今
大
正



十

7
年
及
十
二
年
皮
の
収
蛙
を
概
記
す
れ
ば
左
の
如
し

但
し
昨
年
は
入
月
中
の
犬
降
雨
の
飼
水
田
の
流
失
し
た

る
も
の
基
地
の
被
害
に
て
平
年
作
の
七
割
覇
に
止
れ
-

.
･
･

7
/..'卜
'.
T･=.
J
=山

舵

.?=

関
田
.長
.春
地
方

川

邦

跳
･:仙
準
天
相
順
地
方

爪

部

は
川
付
目
松
川
地
方

北
部

凧
仙
拙
攻
光
軸
ガ

四

部

･=･'ST;
州
方

へ日

計

..
'九
二二･
〇

三
二
〇

｡五

丁
(
三
80

二
川
七

･五

四
〇
･〇

7
p
二
三

川
伊
0

大
正
十
二
咋

成一｢.那

田
0
0
｡
し

四
三〇
.〇

二
〇

〇
｡〇

二
O
n

.･〇

二
=
〇
･〇
二二〇｡0

但
大
誰

十
二
年
段
は
水
田
甫

借
増

加

の
た
め
に
産

難
多

し
0

0

お
臓
闇
顔
補

充
幕
綱
田
に
木
綿
樹
4,,J
あ
る
も
の

山

名
刷
出
羽
､
諏
帯

に堕
で

芯
昆
小喬
木
に
し
て
高
さ
凡

そ

塙

尺
に

正
す

p
若
r書

誉

1
刑
あ
-

p

粟

は
掌
状

凍
亮

に
し
て
.五
箇

の
示

菓
よ
-
な

る
p

花
は
腔
帯
古

色

に
し

て
長
昭
朽

葉

宗
;:正

雪

邦

字

は
白
色
の

長
歌
毛
玉
ペJ

rF
.〇

二
鉦
如
来

綿
花
-
p

東
材
は
基

だ
軽
く
し

て

丸
木

舟

;=･]作
-

る
仁

清

JT,
IP
克
隼

雄

の
執
帯

弛
罪

王

城
じ
て

満

て

告
茂
せ

る
捕
物

に

し

て
p
基

肥
補
抗

帝
色

は
南
洋

地

方
S

前

行
語
の
閏

･L･-1詰
-
斯

罷

り‖･･が
比

抑
貧

に
で
は

村

判

T
FI

庭
園
の
∴

偶
成
は
雅
称
中
に

て容
易
に
見
出
さ
る
.
其

特
色
/̂J
は
其
幹
奥
底
に
し
て

且長
-
枚
葉
は
極
め
て
規

則
的
間
隔
を
以
て
水
車
に
突
出
し
.
乾
期
に
あ
-
て
は

其
某
は
凋
み
其
閏
に
幾
多
の
米
を
抱
擁
す
る
も
の
ど
す

来
車
の
自
宅
如
木
綿
を
カ
ポ
ッ
ク
三
hA
ひ
士
人
の
枕
.蒲

国
英
蕨
等
の
兎

現
物
F;,J
L
で
榎
用
せ
る
歴
単
は
意
し
〇

二
ハ
九
二
.蘭
人
ヤ
コ
ブ
ポ
ン
チ
ア
ス
言
.
タ
ビ
ア
に
属

任
せ
し
際
こ
の
捕
物
に
つ
い
て
初
め
て
記
述
し
た
-
L

が
p
其
の
繊
維
が

1
鵜
の
綿
･,･J
し
て
閥
業
的
惜
位
を
現

は
す
に
至
-
L
は
全
-
最
近
の
事
に
屈
し
.

1
八
五
〇

年
瓜
畦
在
住
の
和
蘭
人
が
極
め
て
少
量
の
カ
ポ
ッ
ク
繊

維
七
加
商
本
圃
に
抽
出
し
て
好
評
を
博
し
た
る
･,～-&
以
て

嘱
失
･,･J
L
､
次
で
濠
洲
及
米
国
等
に
仕
向
け
た
る
が
東

に
評
判
威
し
-
漸
次
受
用
せ
ら
る
ゝ
に
至
-
p
現
今
に

で
は
世
界
的
物
産
の

こ
じ
し
て
爪
桂
は
基
産
繋
産
地
た

る
に
至
れ
-
O

比
良

農
務

局

が
カ
ポ
ッ
ク
栽
培
の
有
利
な
79
を
知
-
之

が
隆
雄
を
期
し
た
る
は

山
九
〇
三
年
の
頃
に
し
て
p
基

線
調
査
研
究
東
園

か
卸

へ
p

山
九
C
,五
年
に
は
瞭
出
品

I/1.,
し
て
比
津
賓

の

説
張
に
上
る
に
至
れ
･リ
.
但
し
常
時

';.
二

九
七



地

球

は
僕
に
四
境
六
百
十
四
ペ
ソ
の
慣
格
に
止
･J}l-
L
も
P

大
正
十

山
年
に
は
惜
格

二

九
p
茄
三
六

ペ
ソ
の
輸
出

あ
む
で
漸
次
増
加
の
勢
を
示
す
.
こ
の
中
本
邦

へ
の
∴仕

向
け
も
最
近
に

二
二
p
〇
三
九
ペ
ソ
に
達
し
p
日
比
出

易
品
の
蚤
要
拍
出
品
ど
な
れ
rn
P
こ
の
純
錐
は
舶
載
ど

罪
-
て
光
鐸
弧
-
極
め
て
弾
力
性
を
宥
し
.
改
良
滞
国

人
諦
/̂J
L
で
尤
も
妙
な
る
が
如
-
'
家
具
用

に
適
す
..

獅
最
近
は
銅
の
如
き
美
麗
に
し
て
率
滑
な
る

糸
に
紡
ぎ

-
る
に
至
-
た
る
を
以
て
基
前
途
brJ,期
待
せ
ら
る
家
阪

地
方
の
工
業
家
に
し
て
カ
ポ
ッ
ク
柿
に
加
工
し
っ
ゝ
あ

る
も
の
あ
り
｡
(藤
田

)

○
生
綿
の
億
緒

ゼ
p

ハ

ワ
ー
ド
p

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
｡

サ

ー

ヴ
ィ
ス
は
p
最
塩
生
顔
の
惜
格
及
綻
蹄
据
重
な
る

調
撃
か･]聡
表
し
,誓
cc
が
.
右
に
依
れ
ば
日
本
壁
兼

1
番

の
鹿

部
平
均
慣
格
は

7
封
度
三
弗
八
十
柚
な
-
.
然
る

に
戦
後
は
七
弗
九
十
柚
に
し
て
十
割
以
上
の
胎
盤
な
-

戦
前
の

7
年
平
均
最
低
債
格
は

一
九

1
二
年
の
≡
弗
四

十
立
地
に
し
て
最
高
は

1
九
〇
七
年
の
五
弗
六
十
四
仙

な
-
0
戦
後
は
年
平
均
最
低

一
九
二
山
年
の
六
弗
五
曲

最
高

7
九

i
九
年
八
弗
八
十
六
仙
な
り
O

l
九
二
〇
年

鰐

!
各

節
六
耽

hL二一

九
A

以
衆
生
舘
慣
格
の
超
勤
は
弗
僧
を
槽
準
A/J
す
る
)･}
･さ
は

戦
前
に
比
し
粕
々
太
な
る
も
率
に
於
て
は
職
髄
稚
大
な

ら
ず
､
戦
前
十
七
年
間
の
平
均
三
弗
八
十
柚
は
大
概
に

於
て
日
本
製
頼
家
の
収
得
入
省
七
拾
回
繭
の
四
十
二
掛

に
留
る
､
戦
後
五
年
間
の
平
均
七
邦
九
十
柚
は
製
綿
家

に
勤
し

7

ベ
ー

ル
Jr千
九
宵
八
櫓
図
柄
の
官
五
掛
に
瞥

る
'
同
時
に
日
本
は
若
し
今
後
生
新
服
引
の
減
退
を
防

止
せ
ん
ど
す
る
な
ら
ば
基
慣
格
を
戦
前
の
方
向
に
漸
次

引
下
ぐ
る
必
須
を
生
す
べ
し
ĴJ
附
加
せ
-
Q
新
繭
期
節

も
接
近
せ
る
今
日
.
製
綿
家
は
右
事
情
に
蛇
み
､
繭
に

勤
し
徐
-
に
高
横
を
支
跳
ぶ
事
を
遅
い
.
米
国
機
業
家

を
し
て
太
な
る
活
況
を
蓋
せ
し
め
得
る
程
度
の
償
格
を

以
で
生
綿
を
提
供
す
る
を
得
業
ビ
す

べ
し
｡

0
江
西
省
の
油
脂
特

注
閣
省
は
土
地
肥
沃
に
し
て
気

候
亦
山
茶
花
､
薬
種
､
櫨
東
等
の
栽
培
に
適
す
る
を
以

で
曲
等
種
子
よ
-
搾
取
す
る
観
物
池
及
各
種
動
物
油
の

産
箱
は
他
省
に
比
し
て
比
較
的
多
-
就
中
菜
油
'香
油
､

及
戊
油
t
の
廃
材
は
支
那
各
国
に
充
た
-･L
.

ヽ
ヽ

茶

池

本
晶
は
所
謂
茶
山
花
の
賓
を
願
持
し
製
す
る
も

の
に
し
て
産
地
は
宜
容
.
常
安
.
童
寧
'
武
寧
'分
宜
.



威
信
.
永
豊
p
緒
州
九
江
諸
膝
等
各
地
に
亘

-
宜
春

山

螺
の
み
に
で
も
年
々
惜
格
十
番
元
以
上
を
歳

出
す
三

言

ふ
､
其
他
分
宜
螺
五
番
搾
常
安
煉
三
苗
控
を
産
出
す
る

も
地
力
民
に
食
用
と
し
て
大
部
分
使
用
せ
ら
れ
愉
出
せ

ら
る
ゝ
物
は
左
程
多
か
ら
す
｡

ヽ
ヽ

措
油

は
其
産
額
癌
州
を
第

一
ビ
し
宜
春
p
南
島
螺
等

之
に
つ
ぐ
基
製
法
を
見
る
に
豚
の
脂
肪
分
を
二
三
寸
位

の
肌太
さ
に
朝
-
約

7
時
間
大
釜
に
て
衆
沸
し
.
溶
解
し

て
黄
色
の
油
状
を
墨
す
る
に
至
れ
ば
､
之
を
搾
油
器
に

入
れ
其
油
の
み
を
取
-
之
か
盆
の
如
き
器
物
に
入
れ
冷

却
す
用
途
は
食
用
J.甘
ま
f̂J
す
｡

ヽ
ヽ

共

油

は
産
鞘
榔
陽
順
を
第

i
ビ
し

一
棟
の
み
に
て
年

卿
四
十
蒔
町
に
上
る
三

石
ふ
其
他
端
昌
呼

水
修
膳
等
有

名
な
-

.
借
地
支
邦
人
が
料
理
に
使
用
す
る
は
ヰ
AlJJ
L

で
批
点

油
に
し
て
基
輸
出
額
は
大
正
九
年
度
に
は
支
那

重
囲
課
名
中
謝

一
棟
を
占
め
同
十
年
及
十

1
年
の
雨
年

既
は
上
面
に
Ⅲ
で
第
二
位
を
占
め
た
-
o

､
ヽ

鼎
油

本
品
は
所
謂
胡
戚
油
に
し
て
省
内

;
帯
に
白
胡

瓜
器
胡
麻
の
鹿

難
多
-
製
油
縛
亦
少
か
ら
ざ
る
も
大
部

分
食
料
,̂,J
L
で
地
方
民
に
使
用
せ
ら
れ
輪
出
せ
ら
る
ゝ

紺

.FFi

は
少
し
｡

ヽ
ヽ

桐
油

江
両
省
は
湖
南
河
南
の
か
-
未
だ
桐
樹
の
栽
培

隆
盛
な
ら
や
従
で
桐
油
の
崖
所
も
多
か
ら
す
常
地
の
支

那
商
銀
及
民
僻
家
具
等
の
教
料
は
壬
LJJ
L
で
本
品
を
用

ふ
｡
ヽ
ヽ

香
油

本
品
は
肉
赴
樹
其
他
大
苗
香
等
の
t某
よ
-
取

-

た
る
油
を
東
に
粕
親
し
た
る
も
の
に
し
て
大
.#
九
年
度

は
其
輸
出
額
支
那
諸
貿
易
港
中
教
義
第

一
位
慣
格
籍
二

位
.
大
正
十
年
度
は
放
漫
第
四
位
慣
格
第
三
位
を
占
め

更
に
大
正
十

山
年
度
は
数
量
第

1
位
六
p
六
五
五
糖
慣

格

〓
ハ
二
つ
二
二
六
両
に
.ii
れ
ril
.

ヽ
ヽ

牛

油

本
品
は
年
の
脂
肪
よ
-
果
し
た
る
も
の
に
し
て

弐
ビ
し
て
冬
期
に
製
す
'
是
夏
期
は
牛
の
脂
肪
少
-
冬

期
に
多
き
翁
な
-
p
署
内
各
地
に
床
し
支
那
蝋
燭
製
造

に
使
用
す
｡

ヽ
ヽ

皮
油

本
品
は
櫨
の
鰐

を
放
て
製
す
る
も
の
に
し
て
建

昌
瑞
昌
永
僚
評
螺
に
透
し
支
那
臓
燭
及
油
紙
製
造
に
使

用
せ
ら
る
P
其
輸
出
額
大
正
十

1
年
皮
撲
口
に
正
で
覇

二
位
を
古
め
凡

1
苗
鎗
債
格
十
五
苗
両
を
避
過
せ
-
A/J

い
ふ
｡

聖

三

九
九



地

球

以

止
S油
脂

肋
新
を
槍

出
す
る
商
店
は
多

-
九
江
大

鵬

覇
に

あ

-
.t3

0
滴
親
の
官
記
笛
製
油

溝
餓
緯
密
に
係
る
撫
脹
荻
樵
か

ら
抹
祝

す

ろ
油

華

書

.'･S
の
理

戴

蓑
は
需
韮
十
億
嘱

,1,J
rH

は
れ
露

天
掘
先

府

の
上

部
の
え

に
T

も

.Li
.億
乃

至
十
億

噸
に
逢
し
之
を
鷲
格
蘭
式

低
据
乾
溜
蛙

に
か

け

る
時

は

油
母
貢
岩

1
噸
に
つ
豊
北
池
二
〇
乃
至
六
〇
ガ
ロ
ン
硫

酸
ア
ン
≡

妄

十
キ
ロ
牟
顔
出

し
得

ペ
-
満
城
は
鵡

一

期
計
避
4.,･J
L
で

7
星

亨

咽
の
碑
石
を
破
辞
し
年
椋
二

百
苗
石
の
製
油
を
開
始
す
る
禁
で
あ
る
p
副
産
物
だ
し

て
は
硫
酸
ア
ン
≡

!
ア
の
外
に
砂
を
盆
す
る
が
砂
は
撫

順
次
堀
内
掘
磨
坑
の
充
墳
物
ビ
し
て
利
用
す
る
票
で
非

常
に
有
利
な
抹
算
ど
な
る
Q

O
餓
造
開
紳
二

二
p
項

和
歌
山
来
島
閲
脇
道
開
通

餓
造
省
で
は
二
月
二
十

八
日
よ
-
紀
勢
酉
鋭
和
歌
山
箕
島
間
十
六
哩
の
餓
進
運

晒

鐙

業

]
'･:
開

始

し
た

(3

第

崎

日

下

閣

拾

遺

開
通

高
知
煤
須
崎
町
か
ら
口
下

村
に
至
る
約
十
五
哩
間
の
鹿

追
が
三
月
三
十
日
か
ら
開

通
し
た
二
向
知
癌
で
は
最
初
の
鰯
迫

で
あ
る
｡

締

〓
'f
)

第

六

兆

..g
ti
押

剛ee
ア

サ

莫
職
級
開
通

潮
夕
洞
弾
岸
.}･J
日
本
海
岸
･jj
を
厚

狭

セ
17
.′
i
l

正

明

市

閥

二
十
七
哩
の
敢
無
距
離
で
鈷
ぶ
菜
摘
練
は
三

芦
二
十
三
日
開
通
し
た
｡
元
水
山
口
膳
の
北
海
岸
は
交

通
構
闇

に
恵
ま

れ
ず

物
資

の
需

給

は

渥
路
下

闘

に
廻

る

か

中
圃

山
脈
豆
越
え

て

餓

法

治
蔀

に
出

る
か

,rl-,除
義

母

-
さ
れ
仙
崎
を
中
や
,

･
J

す
る
天
典
の
水
魔
を
抱
い
て
不

遇
で
あ
っ
た
が
曲
の
線
の
開
通
ビ
共
に
益
々
開
敬
さ
れ

る
で
あ
ら
-
O

o
文
検
地
理
科
預
傭

試脇
間
盈

諸

芸

慧

品

行

)

(七) (六)(:-lt) (四)(ヨ(二)(-)

琉
球
列
島
の
昂
然

地
理
を

述

べ
よ
｡

シ
ャ
ム
団
の
人
文
地
理
を
述

べ
よ
｡

太
平
洋
の
塗
婁
な
る
海
流
に

つ
き
で
述

べ
よ
｡

地
形
の

｢
若
返
-
｣
Ptejuv
enltio
l
ピ
は
何
ぞ
や

賓
例
を
塞
げ
こ
れ
卓
説
印
せ

よ
｡

ロ
シ
ャ
園
の
聯
非
組
織
を
説
明
せ
よ

季
節
風
帝
地
方
に
於
け
る
廃
業
の
藤

色
.I.i!
つ
d
Jで

説
明
せ
よ
｡

左
の
餓
及
び
諮
項
に
つ
き
で
知
る
所
を
記
せ
O

バ
P

閲
江

口
'
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ニ
ヤ

T
ran
s
j

ordania
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･
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(

し
て
】
看

ふ
リ
ー
運
河

E
rie
C
a
n
a
l

パ
ル
-L梅
に
注
げ
る
河
流
五
つ
.

北

ア
メ

リ
カ
大
陸
の
酉
年
か
,横
断
せ
る
主
要
な

る
餓
造

線
路
ビ
基
の
.絡
鮎

ア
フ
リ
カ
太
地
構
灘
に
治

へ
る
湖
水
｡

主

･蜘
有

の
諮
問

に
は
地
図
又
は
圃
式
等
を
附

(

′t
(

)
れ
に
答

へ
よ
｡

四
時
間
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